
外国語科に関する調査結果（Ｒ２年度）
天草市立牛深小学校

【児童へのアンケート結果より】
（１）外国語科の授業は楽しいですか。

【考察】

昨年度より外国語科の授業
が楽しいと感じている児童が
全体的に増えている。

(93％→97％)
全体的に、「とても楽しい」

と答えている児童が増えてい
ることと、高学年の「楽しくな
い」という児童が減っている
ことから、授業の質の向上が
意欲・関心を高めたと言える。

（２）相手に伝わりやすいようにはっきりした大きさの声で
話すことを心がけていますか。

【考察】

学校全体としては、「意識し
ている」児童が８０％を超えて
いる。
１年生は、外国語科の授業が

初めてなので、慣れていない
ことと恥ずかしさが表れてい
て、「クリアボイス」に対する意
識がやや低かったようである。
だが、学年が上がるにつれて
意識も高まってきているので、
来年度に期待したい。

（３）相手の目を見ながら会話することを心がけていますか。

【考察】

学校全体としては８８％と、か
なり意識をして取り組んでい
る。これは、外国語科に関わら
ず、他の教科の授業でも発表す
るときに常に意識させている観
点なので、どの学年においても
意識は高いと思われる。
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（４）もっと英語が話せるようになりたいですか。

【考察】

昨年度の５年生は、「とてもそ
う思う」と答えた児童が５０％だ
ったのが、６年生では、６８％に増
えている。さらに、「思わない」と
答えた児童は１人もいなかった。１
年間の学習の成果の表れで、自
信が持てたことがこの結果につ
ながっている。
全体的に見ても、「英語が話

せるようになりたい」児童が、９４
％いる。

（５）外国語科の授業は好きですか。

【考察】

「とてもそう思う」児童は、学
年が上がるにつれて少なくなる
傾向はあるが、全体的に「思わ
ない」という児童は昨年に比べ
てかなり少なくなっている。
(１８％→７％)
内容の難しさを授業展開の工

夫や教材教具の工夫で楽しく学
習することができているからだ
と思われる。

（６）外国語科の授業は分かりますか。

【考察】

天草市全体の調査では６年生
での落ち込みが見られたが、本
校の６年生は「分かる」児童は９１
％と高かった。全体的に見ても８
８％と「分かる」と自覚している
児童は多い方である。授業には
意欲的に参加する児童も多く、
今後も「楽しく・分かる」授業を目
指したい。

【保護者・学校関係者等の感想】
・本年度は新型コロナの関係で授業参観が少なく、外国語科の授業が見られず残念だった。
・本市は、１，２年生から外国語の学習に慣れ親しむことができるので大変ありがたい。これまで取り
組んできた学習の積み重ねが、成果として高学年や中学校で表れてきているように思う。
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